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分会長脱退を乗り越え、組合員と全国の仲間の多大なる支援と協力のもと分会長脱退を乗り越え、組合員と全国の仲間の多大なる支援と協力のもと

横浜地本横浜地本「「川崎運輸区分会第川崎運輸区分会第４４回定期大会」を開催！回定期大会」を開催！

分会長脱退を乗り越え、組合員と全国の仲間の多大なる支援と協力のもと

横浜地本「川崎運輸区分会第４回定期大会」を開催！

〈スローガン〉

酒を飲んでも飲まれない！
アツアツの交流で地域を
こえた横のつながりを強化し、あらゆる会社
姿勢に立ち向かう青年部をつくりだそう

◆開催場所◆

　東北

　【盛岡・秋田・仙台】

　　サッポロビール 仙台ビール園

　首都圏

　【水戸・千葉・東京・横浜・八王子・大宮・高崎・新潟・長野】

　　都立新木場公園バーベキュー広場

　　　　　　　　新木場アウトドアセンター

◆参加費◆

　1人2,000円、ご家族1人1,000円

スプリングフェスティバル
２０２３

開催！

ＪＲ東労組青年部レク

　4月23日に、ＪＲ東労組青年部レク「スプリングフェスティバ

ル2023」を東北と首都圏に分かれて開催します。

　レクのスローガンのもと、23春闘を共にたたかった仲間が集ま

り、今後控えている組織再編に向けて、レクを通じ、各地方の垣

根を越えた青年部員間の繋がりをつくり出すことをめざします。

　コロナ禍の影響もあり、ＪＲ東労組青年部としてレクを開催す

るのは久しぶりになります。日頃の溜まったストレスをみんなで

集まって発散しませんか？皆さんのご参加をお待ちしておりま

す。参加希望の方はお近くの青年部役員までお知らせください。

コロナお見舞金の終了について
　2020年から実施したコロナお見舞金は、組合員が新型コロナウイルスに

感染した場合、「年休」「保存休暇」「私傷病休暇」により療養している現

状と体への負担だけでなく、精神的な負担が大きい現状から、組合員への

支援としてお見舞金を支給してきました。

　政府は、新型コロナウィルスの対応について2023年5月8日から2類から5

類とする方針を決めました。コロナお見舞金の役割は果たしたことから、

5類に変わることを境に、コロナお見舞金の支給を終了していきます。

●支給対象の終了日　2023年5月8日（月）

　2023年5月8日（月）までにＰＣＲ検査で陽性と判断された組合員に支給

します。それ以降の感染は対象外となります。ご理解をお願いいたします。

【がん保険】…団体割引で治療費や収入減をカバー（引受会社：アフラック）

　・ 医療の進歩に伴い、治療や通院に重点を置いた設計です。

　・ 保険料は契約年齢で決まります。1歳でも若いうちに契約をおススメします！

　・ 契約者が組合員であれば同居別居関係なく、2親等までのご家族にも団体割引を適用！

　・ 退職後も生涯にわたり団体割引を適用！（ＪＲ東労組ＯＢ会への加入必須。ＯＢ会費

を含めても安くなります）

　・ 団体割引適用なので、一般扱いで加入するよりも保障開始（3カ月→2カ月）が早くな

り、多くの方が救われています。

【自動車保険・バイク保険】…団体割引が退職後やご家族にも適用！

 （引受会社：ＡＩＧ損害保険）

　・ 団体割引は35％！退職後も同じ割引率で引き続き加入可能！

　・ 契約者が組合員であれば同居の家族（別居の扶養親族を含む）にも35％割引を適用！

　皆さんの備えは十分ですか？新規加入はもちろん、鉄道ファミリーで見直しや相談をお

ススメします！

☆ その他、貯蓄として利用できる「ＪＲ積立年金」や、「すみっこ商店」の商品も多数あ

ります！詳細は鉄道ファミリー（TEL0120-49-8810）までお問合せ下さい！

　ＪＲ総連の賛助団体「鉄道ファミリー」では、組合員と家族の安心をサポ

ートする商品を揃えています。「組合員が一般保険会社の商品を団体割引で利

用できる」ことが最大のメリットです！

鉄道ファミリー商品強化月間 期間：4月～ 8月

息子である小林多喜二を語る母セキを、
女優生活60年の佐々木愛さんが演じます。
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追
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仲
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5 月 8日 ( 月 )14 時～
ＪＲ東労組の貸切公演！

申し込み・問い合わせは
各地本までお願いします。
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